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荒川／ギンズ展の関連企画として，
《意味のメカニズム》のプロジェ

クトと同時期に，二人が制作した2本
の映画が日本では27年ぶりにICCシ
アターで公開上映された．
《Why Not（A Serenade of Eschato-

logical Ecology）／なぜそうではない
のか（終末論的エコロジーのセレナー
デ）》（1969年，110分／1月24日－3

月29日の毎金曜日上映）には，マルセ
ル・デュシャンのモチーフを思わせる
「自転車」や「ドア」が現われるが，荒川
自身は，「デュシャンは関係ない」と言
い，むしろ「この映画は，イミテーショ
ン（模造・模倣）をつくろうとしている」
という点を強調していた．
主人公の女性が，テーブルの上に乗っ
て縁をなぞったり，椅子に足を乗せな
がら手を使って歩いたり，ソファーの
下にもぐってその重みに耐えていたの
は，それらの物品の模倣を行なってい
る様子なのかもしれない．荒川は，自
身の建築構想の説明として，長い年月
生活してきた住居の壁が，住人にとっ
てなつかしいものになるという例を挙
げる．空間と人間のあいだに生起す
るこの「なつかしさ」こそ，その住人が
死んだ後も死なずに残りつづけ，さら
には，新しい生命が生まれる空間とな
るというのである．このように考えたと
き，この映画に流れている親密なみず
みずしい雰囲気が理解されるのかもし
れない．ただし，ラストに至って，ドアの
「開け」－「閉じ」の反復的なシーンの
直後，主人公は，死を思わせる謎のシ
ーンを迎える．「クローズ（閉じよ）」－
「オープン（開け）」，「ダウン」－「アッ
プ」という言葉に応じて，他者の手

（「作家の手」のメタファーか）が，主人
公の手と眼を開閉する．生死の臨界
における「クローズ」－「オープン」は，
二人の共著『死なないために』におけ
る生の概念，「切り閉じ（クリーヴィン
グ）」を想起させる．この映画の主人
公，そして，荒川／ギンズは，ドアの蝶
番に生死の運命の反転可能性を模倣
させている．
《For Example（A Critique of Never）
／たとえば 未

ネヴアー

の批判）》（1971年，95

分／1月24日－3月29日の毎日上映）の
マニュスクリプトには，「『意味のメカニ
ズム』から派生したメロドラマ」とあり，
浮浪者の少年が路上で，実験心理学
的試みを行なっている．主人公は，歩
くことによって，矩形や円形に歩道を
区切り，酔っ払いの歩行をまね，遊び
場の遊具で妙な訓練をしながら，日常
空間の中でメタレヴェルの意味（論）の
場を身体的に切り開いていく．しかし，
外部に開かれた路上での実験は，決
して容易ではない．酔っ払いに殴られ
そうになり，つい隣のブランコに乗っ
ている子供の背を押してにらまれ，通
行人の手を勝手につかんで拒否された
りする．この実験物語は，ラスト近くで，
電話ボックスの四面を囲む厚いガラス
の壁に体を衝突させつづけるクライマ
ックスを迎える．結局は，ガラスは破壊
されず，少年自身が痛みと傷を負いな
がら，ボックスの外に這い出していくの
だが，この均質空間のメタファーとも
言えるガラスへの衝突を通じて，身体
的な感覚が逆に覚醒され，新たな知
覚の可能性が開かれていくのであろ
うか．

荒川修作／マドリン・ギンズの映画上映
1998



近藤等則は1978年にニューヨーク
にわたって以来,帰国後も日本国

内より国外での演奏活動のほうが多く,

また現在はアムステルダムにスタジオ
を構え活動の拠点とするなどインター
ナショナルな音楽活動を行なってきた
（彼のかつてのバンドはまさに IMA

［International Music Activities］と
名付けられていた）．もちろん共演者の
多くは「外人」であり，かつ自らも「外人」
という立場に立たざるをえない．そう
したことから近藤自身日本人であるこ
とをより強く意識させられてきたはず
で，日本の社会や日本人のメンタリテ
ィに対する批判は日頃の発言や自著の

中に表われている．
一方，荒川修作も1961年に渡米．一
貫した日本に対する批判精神をもって
いて，「変えなければ」ならない対象と
して日本は捉えられている．
今回のコラボレーションはある意味で
共通の視点をもつと言える両者の，建
築と音楽による交流を試みるものであ
った．近藤自身がギャラリーの作品環

境の一部となり，しかしそのイマジネー
ションに拮抗するような多彩な音色や
その音圧によって《宿命反転都市》の
上を吹きぬけた．近藤の電気トランペ
ットを用いてのインプロヴィゼーション
（即興）はさまざまなエフェクターによっ
て音をループさせたり音場を移動させ
たり，あるいはDATに録音された音を
ベースにするなど，まるで音を織るよう
にして重ねていくものだった．会場は
特別な照明などのセットはなく展示作
品の照明をそのまま使用していたが，
「都市」の1日を表現するその照明の周
期に合わせて演奏も同調していくよう
にも聞こえた．演奏は休憩をはさむ2

部構成によってなされ，ほぼ1時間30

分の《宿命反転都市》との交流は終わ
った．荒川／ギンズの「都市」がその
構造によって身体性を意識させるもの
であるように，近藤の演奏もテクノロ
ジーを使ったものではあるが，トランペ
ットの音もまた人間の身体から出てく
るものでしかなく，荒川／ギンズの「都
市」に拮抗しうるものでなければなら
ないということを意識させた．

近藤等則《宿命反転都市》を吹く
1998年3月20日 ICCギャラリーA
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ICC開館後第1回目，通算第
４期にあたるニュースク

ールは，「コミュニケーションとメディア
について考える」シリーズを開催した．
今回特にコミュニケーションの重要な
ツールである「ことば」に照準をあてた
背景には以下の事情がある．
今日のマルチメディアと言われるコンピ
ュータ，通信を利用したテキスト，画像，
音声を組み合わせた表現技術の普及
にはめざましいものがある．日本の歴
史を振り返ると，漢字の使用，かなの
発明，漢字かなまじり文，毛筆から硬筆
へ，熟語による翻訳，そして，カタカナに
よる外来語の輸入と，歴史の中で「メ
ディア」と「ことば」の拡張が行なわれて
きた．その一方では，文字文化の発達
にともない失った「もの」も存在するだ
ろう．漢字によって「やまとことば」の表
現には変化が生じている．毛筆文化の
時代には，文章の上手・下手という概
念がなかった（らしい）が，今日では文章
が上手・下手ということをメディアとし
て評価するようになった．逆に，字の
記述に味わいを求め，字の表現力を
鑑賞する時代があったのもまた事実で
ある．
つまり，今日のマルチメディアの登場に
より，われわれはさらにどのような「メデ
ィアの拡張」を行なうのか．仮説と実
証例を織りまぜながら上記の疑問を解
決するべく検討をすすめていくこととな
った．これらの問題意識から今日の「こ
とば」を取り巻く世界を，コンピュータ・

メディアという観点から再構築を試行
した11回の講座（うち1回はワークショ
ップ形式）を開催した．
第1ステージ［2月11日（水）－2月15日
（日）］は，「ことば工学への招待」として，
NTTコミュニケーション科学研究所（以
下CS研と略記）知識処理研究部の研
究成果を中心とし，代表質問者として
歌田明弘氏，また，各回にゲストをまね
きながらの講演と討論を織りまぜたシ
リーズとなった．
11日――CS研松澤和光主幹研究員
による「『ことば工学』の地平」と題して，
ことば工学の考え方，周辺の技術分
野についての概要紹介，ことば工学の
定義，４日間のカリキュラムについての
解説．
12日――「『ことば工学』が拓く意味世
界：人間の常識／機械の常識」がテ
ーマ．コンピュータにとっての常識とは
何か？ コンピュータに常識を理解さ
せることは可能なのであろうか？ 常
識の工学的捉え方についてCS研松
澤和光主幹研究員が考察．また電子
辞書から完全に自動構築をしている
「概念ベース」（「ことば工学」の基本技
術，言葉のもつ意味をデータベース化
したもの）についてデモを交えてCS研
笠原要研究主任が紹介．
13日――「『ことば工学』の応用／意味
に基づく関係の可視化：『3D情報検
索』」と題するCS研飯田敏幸主幹研究
員の講演．多量の情報を効率よく取
捨選択する手段として意味に基づく情

報間の関係を三次元的に表現して情
報検索する技術について紹介．また
「機械から見た言葉：『日本語語彙大
系』」と題して，CS研大山芳史主幹研
究員が日英機械翻訳技術の一環とし
て開発した，コンピュータが使うための
辞書『日本語語彙体系』について，その
構築思想，技術体系，開発秘話などを
紹介．さらにゲストのジャストシステム・
デジタル文化研究所田中裕一氏によ
り，自然言語処理の歴史，現状，その
問題点の提示をしていただき，概念ベ
ースについての概要，これからの自然
言語処理の方向性についての討論が
もたれた．
14日――「『ことば工学』の展開／『こ
とば』で考えるコンピュータ」と題して，
拓殖大学工学部石川勉教授による
「概念ベース」を用いた柔軟な推論方
式（解答するための情報が不足してい
ても常識で補って人間のように考える
ための研究）についての紹介．また
「『ことば工学』の展開／『ことば』であ
そぶコンピュータ」ではNTTアドバンス
テクノロジーの金杉友子研究員による
「概念ベース」を用いたクロスワードパ
ズル，しりとりなど，ことば遊びをコンピ
ュータで実現する技術を紹介．最後に
松澤主幹研究員が４日間を通してのま
とめ，常識の扱い，知識の欠如の補
完，コンピュータのふるまいについての
現状と今後の展望について講演した．
15日――「『ことば工学』実践編『こと
ば』に親しむ」は「B級機関の楽しみ方，
言霊チャットの遊び方」と題してワーク
ショップを開催した．前半では「ことば
工学」によるコンピュータの言語感覚
の表現を試みた展示作品について，メ
ディア・アーティストの八谷和彦氏とと
もに，参加者が鑑賞会を実施した．後
半では，「概念ベース」技術を実感して
もらうことを目的に開発した展示作品
「言霊チャット」を使ったゲームを通じ
て「ことばとコミュニケーション」を体験
した．
第二ステージ［2月19日（木）－2月27日
（金）計6回開催］では，「コミュニケーシ
ョンツールの拡張」と題して，コミュニ
ケーションやことばのかたちをさまざま
に表現しようとしている方々の事例を
紹介し，問題提起を行なった．
19日――「デジタル・タイポグラフィー」
と題して，MITメディアラボ「美学と計
算グループ」のリサーチ・アシスタント
のトム・ホワイト氏が伝統的な文字文

ニュースクール「コミュニケーションとメディアについて考える」
2月11－15日／19－21日／25－27日 ICCギャラリーD

NTTコミュニケーション科学研究所松澤和光主幹研究員による講演「『ことば工学』の地平」（2月11日）
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化を基礎にしながら，デジタル技術が
タイポグラフィック・デザインの表現領
域をいかに発展させることができるか
ということを作品例を紹介し考察した．
20日――「『ハイパーテキストからハイ
パーメディアへ』：esthetics guerilla

からの報告」として，京都造形芸術大
学メディア美学研究センター武邑光裕
所長の講演．ニュースクール期間中展
示された作品のデモの紹介に合わせ
て，テッド・ネルソン氏の「ハイパーテ
キスト」の概念を今日的に料理する考
察．そして，ことばがテキストの役割か
ら新たな表情となって感性を動態フォ
ントとして表現する事例の紹介．さら
に，これら表現を実現するために必須
となるデジタル・アーカイヴの構築に
ついての考察を行なった．
21日――「『デジタル・コミュニケーショ
ン・デザインの研究課題』：電子メディ
アならではの表現手法の研究」と題し
て国際メディア研究財団古堅真彦主
任研究員がコンピュータを用いたデザ
インの変化について講演．既存のデザ
イン手法をメタファーとしたコンピュータ
の利用から，「計算」という特徴を活か
した表現を容易に利用できるようにす
るための取り組みについて実例を用い
て報告．また，コンピュータのアルゴリ
ズムを理解するためのワークショップの
事例をヴィデオを交えて紹介．後半は，
ICCビエンナーレ準グランプリをとった
前林明次氏と，アート的表現と技術的
な表現のはざまにある諸問題，解決方
法についての討論を行なった．
25日――近年DTPの世界のみならず，
ヴィデオなどへ活躍の領域を広げてい
るグラフィック・デザイナーの戸田ツト
ム氏の講演．「理解・デザイン・非言

語」と題して，DTPとヴィデオという領
域におけるメディア，ことばの認識，表
現方法の相違，共通点について，また
両者の融合する未来の姿について論
じた．
26日――「新しい象形文字言語を培養
するには」と題して，コンピュータ・アー
ティストの安斎利洋氏にる報告．漢字
が本来もっていた創語能力を現在の
コンピュータ日本語処理システムがは
ばんでしまっているという．いま，ことば
の領域の拡張を考えるときに，創語能
力を回復するツールの開発こそコミュ
ニケーションの発展を促進するはずで
あると，システムのデモを交えた考察
を開陳した．
27日――「コミュニケーションツールの
拡張」は多摩美術大学情報デザイン学

科須永剛司教授が，今回のニュースク
ールの流れを総括した．情報というか
たちをデザインすることについて，また
その教育方法論についての考察がな
された．
期間中（2月11－28日）には，ギャラリー
Dにて，京都造形芸術大学メディア美
学研究センター，財団法人国際メディ
ア研究財団，多摩美術大学デザイン
学科，NTTコミュニケーション科学研究
所のネットワーク／マルチメディア技術
を駆使して「ことば」による新しい表現
に挑戦した事例・作品を展示した．
より詳しい情報についてはICCホー
ムページを参照．
URL:http://www.ntticc.or.jp/newschool/
98/newschool98_j.html

ワークショップ
「『ことば工学』実践編
『ことば』に親しむ」

（2月15日）

京都造形芸術大学
メディア美学研究センター
武邑光裕所長の講演

「『ハイパーテキストから
ハイパーメディアへ』：

esthetics guerillaからの報告」
（2月20日）
（

19 97年10月に開催された「ICC

ビエンナーレ’97」においてグ
ランプリおよび準グランプリに選出され
た3作品が，1998年4月からの新たな展
示作品となった．
グランプリ作品，リュック・クールシェヌ
カナダ）の《ランドスケープ・ワン》は，
タッチパネルを操作することによって観
覧者とマルチスクリーンに登場する人物

が会話を交わしていく作品である．また
準グランプリは，前林明次（日本）の
《AUDIBLE DISTANCE（視聴覚化さ
れた「間」）》とシュー・リー・チェン（アメリ
カ）の《バイワン・ゲットワン》の2作品で
ある．前者はヘッド・マウンテッド・ディス
プレイとヘッドフォンを装着し，新たにつ
くりだされた視覚と聴覚によって，閉ざさ
れた空間の中で他者を認識する作品で

あり，後者はネットワークを利用した作品
である．
これら3作品には，インタラクティヴに作
用し合いながらコミュニケーションの新
しい形態を試みたり，あるは身体的な機
能が拡張することによって新しい感覚を
獲得しようとしたり，社会と自らのつなが
りをインターネットを通じて探ったりする
など，メディア・アートの先端的な特徴を
見出すことができるだろう．これにあわ
せて，『ICCコンセプトブック』もリニュー
アルをし，別冊『ICCコレクション1998』
とセット販売されている（セット価格＝
3675円）．

ICCのニュー・コレクション公開
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